



















































出した人物である(e.g., Goffman, 1963, 1964, 1967, 1981)。そして、ハロル
ド・ガーフィンケルは、社会の成員が常識や共通理解からどのように日常
生活を成り立たせているのかを研究するエスノメソドロジーを確立した人














































































































































このように、Hellermann と Pekarek Dohler はグループのメンバーの言語的
背景や習熟度レベルによってタスクへの取り組みに違いがあることを明ら
かにした。 




























































































































る。撮影は、教師と学習者が異なる 3 つのグループをそれぞれ 1 時間 45
分、計 5 時間 15 分行った。撮影する際は参加者に撮影の目的やデータの扱
いについて説明し許可書への署名をお願いした。 
 一つ目のグループ(G1)の詳細は、日本人ボランティア教師 1 名・中国人
学習者 2 名・台湾人学習者 1 名・インド人学習者 2 名のクラスである。こ
のグループにおけるボランティア日本語教師(Mai)は 16 年間ボランティア
として教えた経験がある。このグループの使用教科書は『みんなの日本語
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初級Ⅱ』で、撮影を行った日の授業では 30 課の復習と 31 課を行った。こ
のグループの詳しい席順は図 1 に記載している。 
 二つ目のグループ(G2)の詳細は、日本人ボランティア教師 1 名・アメリ




席順は図 2 に記載している。 
 三つ目のグループ(G3)の詳細は、日本人ボランティア教師 1 名・ミャン




図 3 に記載している。 
 表 1 は 3 つのグループの詳細をまとめたものである。 






























































































































01  Mie:  これは何ですか？(.)マイクです. 
02  Tim:  マイク？((Ameに視線)) 
03 Ame:  マイク. 
04         (0.2) 
05  Ame:  マイク. 
06→Mie:  [ま-マイ-((Ameに視線)) 
07  Sha:  [あれはマイクです.((Mieに視線)) 
08  Ame:  same as [English   
09  Mie:            [そうね(.)うんそ[うね(.)まああれは, 




質問の仕方と答え方のモデル会話をする。２行目で Tim は Ame に視線を向
けて「マイク？」と「マイク」という言葉の聞き取りの確認又は「マイク」
の意味を問う質問をする。３行目で Ame は「マイク」と言うが Tim から反
応を得られずもう一度５行目でも「マイク」と繰り返す。６行目で Mie は
Ame に視線を向けて「ま-マイ-」と何かを言いかけるが Sha に「あれはマ
イクです」という「あれ」の使い方又は「あれ」がマイクであるのかを確
認する発話をされたため自らの発話を止める。Ame は５行目の「マイク」
の後に Tim から反応を得られなかったため Tim の２行目の質問は「マイク」
という言葉の意味の問題であったのだと判断し、８行目で「same as english」
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と「マイク」の説明を加える。９行目で Mie は７行目の Sha の「あれはマ
イクです」という確認に対する肯定の返答を行う。８行目で Tim は６行目














01  Mie:  ((「コースター」とカタカナとローマ字で板書している)) 
02  Ame:  コースターコースター.((板書を読んでいる)) 
03  Mie:  コースター.((学習者の方を向く)) 
04  Tim:  コースター？((Ameに視線)) 
05 Ame:  コースター like a stand. 
06  Tim:  ああ. 
07  Ame:  same as English. 









like a stand」と「コースター」の意味の説明をして Tim の質問に答える。
６行目で Tim は「ああ」と理解したことを示すが７行目で Ame は「same as 
english」とさらに「コースター」の説明の補足を行う。８行目で Mie は「そ





01  Nau:  ここ:そこ(0.2)あ[そこ.((板書を読んでいる,黒板の方を向いていたMie 
02      は学習者の方を向く)) 
03  Sha:                  [for here?(.)そこ.((Ameに視線)) 
04  Ame:  そこ there (.)and,((手で遠くの方に伸ばす)) 
05  Nau:  あそこ.((shaに視線)) 
06  Sha:  far. 
07  Ame:  the[re. 





３行目で Sha は Ame に視線を向けて「for here そこ」と「そこ」の意味が
「for here」であるのか確認する。Ame に視線を向けていることから Ame
へ確認をしたと考えられる。４行目で Ame は「そこ there」と「そこ」の
意味は「there」であることを示す。そして「and」と言い手で遠くの方に
伸ばす。Ame がこのジェスチャーを続けている間に Nau は「あそこ」と
Ame のジェスチャーに合わせるように発話する。６行目で Sha は「far」と
「あそこ」の理解候補を述べる。７行目で Ame は「there」と手を遠くに
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伸ばすジェスチャーをしながら発話する。８行目で学習者のやり取りを見








01  Mie:  パソコンの::(0.2)[雑誌です. 
02  Ame:                    [雑誌です. 
03  Tim:  パソコン. 
04  Nau:  パソコンの::, 
05  Mie:  パソ[コン. 
06  Ame:      [it’s a short form for personal computer:,((Tim,Sha 
07         に視線))  
08  Mie:  [パーソナル￥コンピューター￥ 
09  Ame:  [パソコン. 
10  Tim:  あ(.)はい[はいはい. 





しと強調がされたと考えられる。２行目で Ame は Mie の「パソコンの」に
続く言葉である「雑誌です」と答える。３行目で Tim は「パソコン」と発
話する。４行目で Nau は「パソコンの」と「の」を強調させて発話する。
５行目で Mie は「パソコン」という言葉を繰り返す。すると６行目で Ame
は Mie にオーバーラップして「it’s a short form for personal computer」と「パ
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ソコン」の意味説明を自ら開始する。ここで視線が Tim や Sha に向けられ
ているため彼らに向けた説明と考えられる。Ame の説明を聞いていた Mie
は８行目で「パーソナル￥コンピュータ￥」と Ame の６行目の説明の
「personal computer」の部分を繰り返す。この Mie の発話と同時に９行目
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(5)[C3-2-2014-01-25-7:25] 
01  Mie:  ((黒板に「トイレはどこですか？」と板書している)) 
02  Ame:  どこ is where. 
03  Sha:  う:↓ん. 
 
1 行目で Mie は黒板に「トイレはどこですか？」と板書をしている。2 行
目で Ame は黒板の板書を見ていたが、教師が「どこ」と書いたタイミング










01  Sha:  ちが-ちがいます.((黒板を見ながら)) 
02  Mie:  う:::ん. 
03  (12.0)((Shaはノー トにメモしておりMieは授業で使う道具を準備している)) 
04  Sha:  meaning?((Ameに視線)) 
05  Ame:  no its not. 
06  Sha:  (its not) 
 
この会話の前に教師(Mie)は「いいえちがいます」と板書していた。1 行目
で Sha は、黒板の板書を読んで「ちが-ちがいます.」と発話する。2 行目
で Mie は「う：：：ん」と Sha の発話を容認するような反応を示す。3 行
目での 12.0 の沈黙の間 Sha は黒板の板書をノートにメモし、Mie は次に授
業で使う小道具の準備をしている。4 行目で Sha は Ame に視線を向けて
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「meaning?」と Ame に「ちがいます」の意味を英語で尋ねる。5 行目で Ame
は「no its not」と「ちがいます」の意味を英語で教える。6 行目で Sha は









01  Mai:  日本語の勉強を続けます.((Cheに視線、指さし)) 
02  Che:  日本語の：勉強を続けようと思います. 
03  Mai:  (黒板を指す) 
04  Che: [思ってい[ます.  
05  Sam:  [つづき？]((Basに視線)) 
06  Mai:           [う：ん. 
07  Sam:  what is つづき？((Basに視線)) 
08  Mai:  日曜日[デパートで買い物します.((Solに視線、指さし)) 
09  Bas:        [continue.((Samに視線)) 
 
ここでは、教師が読んだ「ます形」の文を指名された学習者が「意向形＋
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とによって Mai の３行目の指さしが２行目の自分の回答の「思います」の
部分の訂正を要求しているものであるという理解を示す。その発話と同時
に Che の斜め前に座っている Sam は隣の Bas に視線を向けて「つづき？」
と発話し、それに対し９行目で Bas は「continue.」と言って「つづき」の
意味を Sam に教える。この Sam と Bas のやりとりの間、Mai は Che とのや
りとりに集中していたため、Sam と Bas のやり取りにまったく関わること





01  Sha:  教室 mean?((Ameに視線))((MieはShaに一瞬視線を向ける)) 
02  Ame:  Classroom. 
 
１行目で Sha は Ame に視線を向けて「教室 mean?」と質問する。２行目で
Ame は「classroom」と教室の意味を英語で教える。その際、教材を見てい
た Mie は一瞬 Sha の方を見るが Sha と Ame のやりとりに関わらない。Sha






01  Che:  ありませんから. 
02  Mai:  そう. 
03  Sol:  ↑あ::[貼ってから. 
04  Che:      [だから貼ってから[出してください. 
05  Sol:                [出してください. 
06  Mai:                        [そう出してくださいそうそうそう. 
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07  Bas:  貼って>ありませんから<. 
08  Mai:  [うん. 
09  Che:  [うん. 
10  Bas:  貼ったら, 
11  Mai:  貼ってから. 
12  Bas:  貼ってから出してください. 
13 どうして.hこの手紙は切手は-はったら出してください(((言い終わる直前に 
14         Maiに視線)) 
15  Jin:  でも[今, 
16  Mai:      [そう今, 
17  Jin:  手紙は(.)手紙はス-あの:[:切手, 
18  Bas:                          [スタンプ無い. 
19  Jin:  はいありませんからそれから貼って((手紙に切手を貼り手を前に出し手紙を 
20         出すジェスチャー)) 
21  Bas:  貼ってありませんからどう[して.((Maiに視線を向ける)) 
22  Che:                         [貼ってありませんから貼ってあり(.)ません 
23         means(0.2) you [didn’t, 
24  Jin:                 [before before you(.)before you send the mai 
25         your mail doesn’t have any stamps.  
26  Bas:  あ:[::. 
27  Jin:     [that’s why you paste[the stamp. 
28  Bas:                      [okわかりました. 




正しい答えを Jin が答えた後の会話である。１行目で Che は「ありません
から」と答えを確認し、２行目で Mai は「そう」と Che の確認を肯定する。
３行目で Sol は「あ：：」と何かに気付いたことを示した後「貼ってから」





と Che と Sol の解答の繰り返しが正しいことを示す。７行目で Bas は「貼
ってありませんから」と言い、答えの確認をする。８行目と９行目で Mai




Mai の訂正を受け入れる。ところがその直後に１３行目で Bas は「どうし
て」と、どうして切手を貼ってから出すのかという質問をする。Mai に視
線を向けたことから Mai へ向けた質問と考えられる。１５行目で Jin は「で
も今」と Bas の質問に答えようとする。１６行目で Mai は Jin にオーバー
ラップしながら「そう今」と Bas の質問に答えようとするが、Jin は Bas
への説明を続けたためその後 Mai は話を続けない。１９行目で Jin はジェ
スチャーを交え Bas への説明を完了させる。しかしながら２１行目で Bas
は「貼ってありませんからどうして」と Jin の説明を受けてもまだ理解の
問題を解決できなかったことを示す。２２行目と２３行目で Che は Bas に
英語で説明をしようとするが Jin にオーバーラップされ途中で発話を止め
る。Jin は２４行目と２５行目で Bas に英語で説明をし、２６行目で Bas
は「あ：：」と知識変化が起こったことを示したが２７行目で Jin は説明




行目)。ここでは、Bas の質問に答えようとした Mai の発話にオーバーラッ
プが起きたことや取り組んでいた問題に Jin や Che が Bas に積極的に対処











01  Nau:  あそこ-((Mieに視線)) 
02  Mie:  あっ. 
03  Nau:  あそこです.((Timに視線)) 
04  Mie:  うん. 
05  Nau:  （ミャンマー語）((Timに視線)) 
06  Tim:  あちらです.((Nauに視線)) 
07  Nau:  （ミャンマー語）((Timに視線)) 
 
ここではこのクラスは「ここ」「そこ」「あそこ」の使い方の練習をしてい
る。１行目で Nau は Mie に目線を向けて「あそこ」と発話する。２行目で
Mie は「あっ」と Nau の発話に反応を示す。３行目で Nau は同じミャンマ
ー出身の Tim に視線を向け、「あそこです」と発話する。４行目で Mie は、
「うん」と Nau の３行目の発話を容認する発話をする。しかし、５行目で
Nau は視線を Tim に向けたままミャンマー語で話しを始める。その時 Mie
は Nau から目線をそらし別の作業を始める。６行目で Tim は Nau の発話に
「あちらです」と応答する。７行目で Nau は Tim に視線を向けたまま再び

















01  Sue:  <きんじょは:>？((Keiに視線,Aleは電子辞書を使っている)) 
02  Kei:  近所 近所はどうゆう意味でしょ(0.2)近所. 
03        (2.0)((Sueは教科書を眺めている・Aleは電子辞書を使っている)) 
04  Sue:  [近所は. 
05  Ale:  [近所は::(0.2)同じ::::場所.((AleはSueに視線を向けている)) 
06→Sue:  同じ場所？((Keiに視線)) 
07  Kei:  そう[同じエリアですね. 
08  Ale:      [だから, 
09  Sue:  あっそれ一番. 
 
ここでは、「Ａさんは近所に引っ越しました、新しい住所はどこでしょう」
という練習問題に取り組んでいる。１行目で Sue は「近所は？」と Kei
に視線を向けて質問する。２行目で Kei は「近所はどういう意味でしょ」
と発話し Sue の質問には答えない。３行目の 3.0 の沈黙の間 Sue は教科書




６行目で Sue は「同じ場所？」と Kei に視線を向け確認する。７行目で Kei
は「そう」と言って容認するがその後「同じエリアですね」と「同じ場所」







01  Mai:  やっておいたらい[いですか. 
02  Bas:                  [あっやった. 
03  Mai:  うんやって. 
04  Bas:  [やって. 
05  Che:  [やって. 
06  Mai:  うん. 
07  Bas:  やって(.)やります. 
08  Mai:  うん. 
09  Che:  同じで[す. 
10  Mai:        [やって(.)[や- 
11→Bas:                 [同じ意味ですね？((Maiに視線)) 
12  Che:  [同じ意味です. 







と発言する。３行目で Mai は「うん」と Bas の発話に肯定し「やって」と
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「て」を強調することで、Bas の「やった」ではなく「て形」の「やって」
が正しいことを表す。４行目と５行目で Bas と Che は同時に「やって」と
Mai の発話を繰り返す。６行目で Mai は Bas と Che の発話に「うん」と反
応する。７行目で Bas は「やって(.)やります」と「やって」の「ます形」
の「やります」と発言し「やって」の「ます形」が「やります」であると
の知識があることを示す。８行目で Mai は「うん」と７行目の Bas の発話
が正しいことを示す。９行目で Che は「同じです」と「やって」もこの抜
粋の前に出てきた「して」も意味が同じであると発話する。１０行目で
Mai は再び「やって」と発話を繰り返し Bas に「やる」の「ます形」では
なく「て形」を用いることを示したと考えられる。「や-」と何かを言いか
けるが Bas が発話を始めたため話を止める。１１行目で Bas は Mai に視線
を向けて「同じ意味ですね？」と「して」と「やって」が同じ意味である
のかを確認する質問をする。これは９行目の Che の「同じです」という発





01  Kei:  あと記号例えば矢印も記号といいますね(.)矢印.((指で机に矢印を書く)) 
02       ((Keiは黒板の前に移動する)) 
03  Sue:  はなまる？((自分のノートを見ている)) 
04  Kei:  これも記号ですよ矢印.((板書している)) 
05  Ale:  [矢印. ((ノートを取っている)) 
06  Sue:  [はなまる?((ノートに何か書いている)) 
07  Kei:  あとこうゆうのも記号.((板書している)) 
08        (1.0)((Keiは元の位置に戻る,AleとSueはノートを取っている)) 
09  Ale:  うん？ 
10  Sue:  先生はなまる？((Keiに視線)) 
11  Kei:  そうそうはなまるとか[全部こうゆうのは記号といいますね. 
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12  Sue:                      [ahhah 
13         あ：：はい. 
14  Ale:  はなまるはこれ.((ノートにはなまるを書き始める)) 
15        (2.2)((Sueは Aleのノートを見ている)) 
16  Kei:  あっはなまるも記号です.((Aleのノートを見る)) 
17→Sue:  あはなまるはこれ？((Aleのノートを見る)) 
18  Kei:  ¥hhaはなまるはそう Aleさんの¥ 
19  Ale:  まるまるまる.((まるを書くジェスチャー)) 
20  Sue:  これ：：：(0.3)これ？((ノートにはなまるを書いている)) 









目で Sue は再び「はなまる？」と述べるが誰も反応しない。ここでも Sue
はノートをとりながら発話していることから誰かに向けた発話ではないと
考えられる。７行目で Kei は板書した記号を指して「あとこういうのも記
号」と更なる記号の例を示す。８行目の 1.0 の沈黙の間 Kei は黒板の前か
ら元の位置に戻り、Ale と Sue はノートをとっている。９行目で Ale は「う
ん？」と何かに疑問があるような発話をするが誰も反応しない。１０行目
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うのは記号と言いますね」とはなまるも記号であると答える。１２行目で
Sue は Kei の「そうそうはなまるとか」を聞いてから笑いで反応を表し１
３行目で「あ::はい」と理解を示す。一方 Ale は Sue の１０行目の発話を後
者の意味ととらえ１４行目で「はなまるはこれ」とノートにはなまるを書





確認をする。１８行目で Kei は「はなまるはそう Ale さんの」と Ale が書
いたはなまるは正しいことを示す。１９行目で Ale は「まるまるまる」と










01  Mai:  じゃ(0.2)Samさん(.)じゃないあ:のBasさん(0.2)にほんご:能力試験を 
02         [::受けましょう.（（Basを指さす）） 
03 Bas: [haha 
04         受け(.)日本語のりょ::[:::, 
05  Mai:                       [能力試験. 
06  Bas:  能力[試験を::受けよう. 
07  Che:      [能力試験を受けよう. 
08  Sol:  受け[よう. 
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09  Mai:      [¥そうです[よね¥((Basを指さす)) 
10  Jin:                [受けよう. 
11  Sol:                [↑あ:::. 
12  Bas:  受け[よう.((プリントに視線)) 
13  Jin:      [すいません(.)能力試験なんで[すか？((Maiに視線)) 
14  Mai:                                [能力試験？ 
15         ((Maiは黒板に「日本語能力試験」と漢字で書き始める)) 
16  Che:  能力試験(.)能力((中国語で話し始める,Jinに視線)) 
17  Sol:  ((中国語で話す)) 
18  Jin:  お:う((Solに視線))(.)能力(0.2)[おお能力試験.((黒板に視線)) 
19  Che:                     [能力能力[試験.((黒板に視線)) 
20  Bas:                 [なに？((Cheに視線)) 
21  Che:  能力 testあ::[::ability language ability test. 
22  Bas:                [(language) 
23         test能力 test. 
24  Che:  能力しけ[ん. 
25 Bas:          [受けよ means pass? 
26 Che:  受け-受け accept. 
27  Bas:  [accept. 
28  Che:  [受けよう. 
29     (0.3) 
30  Mai:  [¥ね¥((板書を終えて振り返り Basに視線を向ける)) 
31  Che:  [日本語を- 
32→Bas:  accept.((Maiに視線を向ける)) 
33  Mai:  ¥ね¥ 
34  Bas:  受け[よう. 
35  Mai:      [受けよう. 
36  Che:  [受けよう. 
37  Sol:  [受けよう. 
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38  Mai:  ¥あの::Samさん[ね¥((Basに視線)) 
39→Jin:                [えっすいません受けよう-受けようは受付ですか？((Mai 
40         に視線)) 
41  Che:  あ- 
42  Mai:  [違う try try. 
43  Jin:  [ちが-[ちがう. 
44  Che:        [(try) 
45  Bas:  try try受けよう. 
46 Jin:  受けよう. 
 
「日本語能力試験を受けましょう」を「意向形」の「受けよう」に変える




Mai は Bas の言葉探しの途中から「能力試験」と Bas の言葉探しの手助け
をする。６行目で Bas は「能力試験を受けよう」と正しい答えを述べる。
７行目で Che は Bas にオーバーラップして「能力試験を受けよう」と答え
を述べる。８行目で Sol は「受けよう」と Jin と Che の発話の「受けよう」
の部分を繰り返す。９行目で Mai は微笑みながら「そうですよね」と Bas
の答えを肯定する。１０行目で Jin は「受けよう」と Mai の発話にオーバ







で Che は Jin に視線を向けて「能力」と日本語で説明しようとするが途中
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から中国語で何か話し始め１７行目で Sol も Che に答えるように中国語で
話を始める。１８行目で Jin は Sol に視線を向けて「お:う」と発話し Sol
の発話に反応を示す。その後黒板を見て「能力」と発言し「おお」と何か
に気付いたことを示し「能力試験」を理解したことを示す。１９行目で Che
は黒板を見て「能力能力試験」と発話する。２０行目で Bas は Che に視線
を向けて「なに？」と「能力試験」が何であるかの質問をする。２１行目
で Che は「能力 test」と「試験」を「test」と英語に変えて説明する。そ
して「あ::::」と言葉探しをし「ability language ability test」と英語で「能力
試験」の説明をする。２３行目で Bas は「test 能力 test」と Che に確認す
る。２４行目で Che は「能力試験」と「test」が「試験」であることを示
す。２５行目で Bas は Che に視線を向けて「受けよう means pass?」と
Che に「受けよう」の意味を質問する。２６行目で Che は「受け-受け accept」
と「受ける」の英語の意味を教えようとする。２７行目で Bas は「accept」
と Che の説明を繰り返す。２８行目で Che は「受けよう」と発話し「受け
よう」の意味が「accept」であることを示す。３０行目で Mai は板書を終
え Bas に視線を向けて「ね」と微笑む。３１行目で Che は「日本語を」と
いうが途中で発話を止めその後何も発話しない。３２行目で Bas は Mai に
視線をむけて「accept」と「受ける」の意味が「accept」であることを確認
するが３３行目で Mai は「ね」と微笑むだけではっきりとした返答をしな
い。３４行目で Bas は「受けよう」と発話する。３５行目で Mai は「受け
よう」と繰り返し「受けよう」が答えであることを示す。３６行目と３７
行目で Che と Sol も「受けよう」と繰り返し今扱っている練習の答えが「受
けよう」であることを理解していることを示す。３８行目で Mai は「あ
の::sam さんね」というが視線が Bas に向いていることから Sam に向けら




４１行目で Che は「あ」と言うが話を続けない。４２行目で Mai は「違う」
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と「受けよう」は「受付」ではないことを示し「try try」と「受けよう」
の意味を英語で説明する。４３行目で Jin は Mai とオーバーラップして「ち
が-ちがう」と発話し自身の「受けよう」の意味が「受付」であるという理
解を打ち消す否定の発話をする。４５行目で Bas は「try try 受けよう」と
「受けよう」は「try」であることを示す。４６行目で Jin は「受けよう」







01  Ale:  図書館のカー ドをなく::してしまったん:ですが::どうすればいいです 
02     か:.((プリントを読んでいる)) 
03  Kei:  どうすればいいですか？((Sueに視線)) 
04        (0.5) 
05  Sue:  もう一度つくって(0.3)つくってばいいですよ((Keiに視線)) 
06  Ale:  つくれ[つくれば？((Sueに視線)) 
07  Kei:        [つくって((プリントを指さす)) 
08  Ale:  [つくれば？((Keiに視線)) 
09→Sue:  [あっあっつくれば(0.8)先生(.)つくれば. 
10  Kei:  つくれば. 
11        ((Sueうなずく)) 
12  Kei:  作るのは(.)Aさんが作りますか？ 
 
Ale と Sue は会話形式の練習問題に取り組んでいる。１行目で Ale は、「図
書館のカードをなくしてしまったんですがどうすればいいですか」と自分
に割り当てられた問題の部分を読む。３行目で Kei は Sue に視線を向けて
「どうすればいいですか？」と発話し Sue が次の話者であることを示す。
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４行目の 0.5 の沈黙の間 Sue はプリントを見つめている。正しい答えが何
であるかを考えていると考えられる。また、この間、Kei と Ale は何も発
言をせず次の話者である Sue の発話を待っている。５行目で Sue は「作る」
の「て形」である「つくって」と発話し 0.3 の沈黙の後「つくってばいい
ですよ」と１行目の Ale の質問に対応する答えを答える。６行目で Ale は
「つくれ」と発話した後、「作る」の「条件形」の「作れば？」と発話し




Sue に提示していると考えられる。７行目で Kei は Ale の発話にオーバーラ
ップして「作って」と「て」を強調することとプリントのある部分を指さ
し Sue に正しい答えに繋がるヒントを与える。８行目で Ale は６行目と同
じ「作れば」と繰り返す。この時 Ale は Kei に視線を向けていたことから




の沈黙の後、改めて「先生」と Kei の注意を引き「作れば」と Ale の答え
が正しい答えであるのかを確認する。１０行目で Kei は「作れば」と Sue
の発話を繰り返すのみで、正しいか正しくないのかについての発話は行わ
ない。１１行目で Sue はうなずいて自身の答えは「作れば」であることを



















01  Ame  あ::あ(.)この(.)マイク((机の上のマイクを指さしながら))(0.8) 
02        あ(.)その：マイク((机の上のマイクを指しながら))    
03       (1.8) 
04  Sha  ok. 
05       (0.2) 
06  Mie  あ(0.2)うん. 
07       (0.3) 
08  Ame  あの時計((壁に掛けてある時計を指しながら)) 
09       (0.3) 
10→Ame  あ：正し[いですか？((Mieに視線)) 
11  Mie          [はいはいはいはい. 
 




の 1.8 の沈黙の後に Sha が「ok」と Ame の説明を理解したことを示す。５
行目の 0.2 の沈黙の後６行目で Mie は「あ」と何かを言いかけるが 0.2 秒
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の間をあけて「うん」と Ame の説明を肯定する発話をする。0.3 の沈黙の
後８行目で Ame は自身から遠い教室の壁に掛けてある時計を指して「あの
時計」と「あの」の使い方を示す。その後誰からも反応が得られずに 0.3







01  Ame:  ろ：く(0.2)>ろく<. 
02  Sha:  e:si[x.((ノートをとっている)) 
03  Ame:       [six. 
04         (0.3) 
05  Ame:  あ：なな or あ：しち. 
06         (0.7) 
07  Sha:  なな(0.3)seven.＝((ノートをとっている)) 
08  Tim:  =しち. 
09  Ame:  あ：しち also. 
10  Tim:  は↓い. 
11         (0.5) 
12  Ame:  はち. 
13         (0.3) 
14  Sha:  は：ち.((ノートをとっている)) 
15  Ame:  うん eight(0.2)きゅう. 
16  Sha:  きゅう.((ノートをとっている)) 
17  Ame:  >k y u< きゅう. 
18  Tim:  (gofgofhh). 
19        (0.5) 
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20→Ame:  きゅう or く？((Mieに視線)) 
21→       [きゅう or(0.2) く((Shaは Mieに視線)) 
22  Mie:  [きゅう or く(.)く.((Shaノートをとる)) 
23→Ame:  both ok？ 
24  Mie:  う：ん. 
25  Ame:  i see. 
 
１行目で Ame は「ろ:く」と数字の「６」の日本語の読み方を教える。２
行目で Sha は「six」と発話しながらノートをとる。３行目で Ame は「six」





ち」もあることを示す。Tim の発話を受けて Ame は「あ:しち also」と英語
を交えて「しち」も数字の「７」の読み方の一つであることを再び説明す
る。１０行目で Tim は「は↓い」と直前の Ame の発話を肯定する発話をす
る。Sha がノートを取り終えたのを見ていた Ame は１２行目で「はち」と
数字の「８」の読み方を教える。１４行目で Sha は「は:ち」とノートをと





後２０行目で Ame は Mie に視線を向けて「きゅう or く」と数字の「９」
の読み方は「きゅう」であるのか「く」であるのかの確認する。Ame は２
１行目で再び「きゅう or く」と Mie への確認を繰り返す。２２行目で Mie





















01  Mai:  出席こうね出席.((黒板に「しゅっせき」と書きながら)) 
02  Che:  出席(0.5)出席し[よう. 
03  Bas:                 [出席しよう. 
04  Sam:  意味は何ですか？((Maiに視線)) 
05→Mai:  出席って,((Jinを見る)) 
06  Jin:  出席は[show up hahh((Samに視線)) 
07  Che:       [出席しよう. 
08  Sam:  Show up?((Jinに視線)) 
09  Jin:  Show up to::::(.)presentation or meeting.((Samに視線)) 
10  Sam:  Ok. 
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この会話の前に「出席する」を意向形の「出席しよう」に変える問題に取
り組んでいた。１行目で Mai は黒板に「しゅっせき」と書きながら出席に
ついて説明する。２行目で Che は「出席」と言いその 0.5 の沈黙の後「出
席しよう」と改めて先の問題の答えを繰り返す。３行目で Bas も「出席し
よう」と答えを繰り返す。４行目で Sam は「意味は何ですか？」と Mai に
視線を向けて「出席」の意味を尋ねる。５行目で Mai は「出席って」と出
席について何かを言いかけながら視線を Jin に向ける。すると６行目で Jin
は Sam に視線を向けて「show up」と「出席」の意味を英語で説明する。し
たがって５行目で Mai ははっきりと Jin に Sam に「出席」の意味を教えて
あげるように頼んだわけではないが、Jin は Mai から向けられた視線を Sam
に教えてあげるようにとの促しと捉えたのである。７行目で Che は「出席
しよう」と言う。この Che の発話は黒板を見ながら発せられているため Jin
や Samなどに向けられたものではなく先の問題の答えである「出席しよう」
を再び繰り返しただけだと考えられる。８行目で Sam は Jin に視線を向け
て「show up?」と６行目の Jin の「show up」の発話を上がり口調で繰り返
し「show up」の理解に問題があったことを示す。９行目で Jin は「show up 







01  Bas:  普通体なに？ 
02     (2.0) 
03→Mai:  あの普通体な-普通体.((Jinに視線を向け指さし)) 
04  Jin:  普通体は[::::, 
05  Sam:         [normal normal [normal 
06  Jin:                       [友達と.((手でジェスチャー)) 
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るが誰も反応しない３行目で Mai は「あの普通体な-普通体」と Sam の質
問に答えようとしながら Jin に視線と手を向ける。４行目で Jin は「普通体
は::::」と普通体についての説明を始める。５行目で Sam は Jin にオーバー
ラップしながら「normal normal normal」と「普通体」を英語で説明する。
６行目で jin は Sam にオーバーラップして「友達と」とジェスチャーを交
えて説明を続ける。Jin の説明を聞いていた Mai は「そう」と Jin の発話を






01  Mai:  大きいデパー[トはね. 
02  Che:              [福袋. 
03  Mai:  そうそう福袋 
04  Che:  [福袋 
05  Sol:  [福袋 
06  Mai:  福袋ってわかる？((Samに視線)) 
07        ((Mieは黒板に「福袋」と書く)) 
08  Mai:  これわかる？((Jinに視線)) 
09  Jin:  わか[る.((うなずきながら)) 
10  Mai:      [わかる？((黒板を指しながら))((Samに視線)) 
11         ((Samは首を横に振る)) 
12→       ((Maiは視線を Jinに向け手を Samに向ける)) 
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13         (1.5) 
14  Sam:  sale?((Jinに視線)) 
15  Mai:  セール[じゃ-((黒板に「ふくぶくろ」と書き始める)) 
16  Sam:        [near sale?((Jinに視線)) 
17         (0.8) 
18  Jin:  they put some expensive(.)stuff [but, 
19  Sam:                           [yeah yeah 一万 you can get  
20         lot [of things. 




袋」と発話する。Mai は３行目で「そうそう福袋」と Che の２行目の発話
を肯定する発話をする。Che と Sol は同時に「福袋」と発話する。６行目





に１０行目で Mai は Sam に視線を向けて、黒板の「福袋」を指しながら「わ
かる？」と「福袋」の漢字がわかるか又は「福袋」がどういったものであ
るのかについての質問をする。１１行目で Sam は首を横に振り「福袋」の
漢字又は意味が分からないことを表す。１２行目で Mai は視線を Jin に向
け同時に手を Sam の方に向けて Sam に Jin が「福袋」について何か教える
ように促す。1.5 の沈黙の後 Sam は「sale」と「福袋」の理解候補を言う。
１５行目で Mai は「セールじゃ-」Sam の理解候補を否定する発話を仕掛け
るが途中で止め黒板に今度はひらがなで「ふくぶくろ」と書く。１６行目
で Sam は Jin に視線を向けて「near sale?」と質問する。0.8 の沈黙の後 Jin
は「they put some expensive(.)stuff」と「福袋」がどのようなものであるの
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かを英語で説明する。「but」と説明を続けようとするが１９行目で Sam が
「yeah yeah」と理解を示したので Jin は説明を続けない。Sam は更に「一








01  Mai:  埋め立てってわかる？((Jinに視線)) 
02  Jin:  うめたて[:::. 
03  Mai::         [海を,((手でジェスチャー)) 
04  Jin:  わかりました. 
05→Mai:  Basさん(.)あの[::,((Basに視線、JinからBasに手を移動させる)) 
06  Jin:               [でも行徳は埋め立てですか？＝浦安は[埋め立て,((Maiに 
07         視線)) 
08  Mai:                                          [埋め立てですね(.) 
09       浦安. 
10  Jin:  築地は埋め立てですか？ 
11  Mai:  そうですね. 
12  Bas:  埋め立て？((Jinに視線)) 
13→      ((Mieは Jinに視線を向けたまま Basを指さす)) 
14  Jin:  land field. 
 
この発話の前に地震について話していた。１行目で Mai は Jin に視線を向
け「埋め立てってわかる？」と埋め立てがどのようなものであるのかを問
う質問をする。２行目で Jin は「うめたて:::」と言葉探しをする。３行目
で Mai は Jin の発話にオーバーラップして「海を」とジェスチャーを交え
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て説明する。４行目で Jin は「わかりました」と「埋め立て」が何である
のかを理解したことを示す。５行目で Mai は「Bas さん」と Bas の注意を






地が埋め立てであることを示す。Mai と Jin のやりとりを見ていた Bas は１
２行目で「埋め立て？」と Jin に視線を向けて質問する。ここで Jin に視線
を向けたのは、先のやりとりから Jin に「埋め立て」の知識があると判断
したためだと考えられる。Mai もまた Jin に視線を向けたまま Bas を指さし







01  Mai:  だって:::苦手. 
02  Bas:  え？ 
03  Mai:  苦手. 
04  Bas:  苦手なに？ 
05→      (0.3)((Maiは Jinに視線)) 
06  Bas:  心配ですか? 
07  Jin:  苦手. 
08  Sol:  苦手. 
09        ((Maiは黒板に「苦手」と書く)) 
10  Che:  どうして(.)お金がないんですから[hahahh. 
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11  Sol:                                 [あ::.((黒板を見ている)) 
12  Che:  あっ苦手((黒板に視線))(   )(.)difficult.((Basに視線)) 
13→      ((Maiは Basを指さしている)) 
14  Bas:  difficult?((Maiに視線)) 
15  Mai:  難しいじゃない苦手. 
16        ((Maiは黒板に「にがて」と書く)) 
17  Che:  苦手. 
18  Jin:  苦手[は, 
19  Mai:      [あのね, 
20  Bas:  苦手.((ノートをとる)) 
21  Mai:  えっと:, 
22  Sam:  Basement? 
23  Che:  上手(.)苦手.((手を上下させる)) 
24  Jin:  上手じゃない. 
25  Mai:  好きじゃない. 




２行目で Bas は「えっ？」と Mai の発話の聞き取り又は意味の理解に問題
があることを示す。３行目で Mai は「苦手」と繰り返す。ここで「苦手」
を繰り返すことで Mai が Bas が先の自身の発話の聞き取りに問題があった
と判断したためと考えられる。４行目で Bas は「苦手なに？」と「苦手」
の意味が何であるのかを問う質問をする。Mai はすぐに Bas の質問に答え
ずに Jin に視線を向けて Jin が答えるように促す。すぐに答えが得られない
ため Bas は「心配ですか？」と「苦手」の理解候補を示す。７行目で Jin
は「苦手」と言うのみで発話しない。８行目で Sol も「苦手」と繰り返す
のみで発話しない。９行目で Mai は黒板に「苦手」と書く。１０行目で Che
は「どうして(.)お金がないんですから hahahh」と富士山に登らない理由の




と「苦手」の意味を英語で教える。ここで Mai は Bas に手を向けて Bas に
対して誰かが何かを言うように促す。１４行目で Bas は Mai に視線を向け
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:  音の伸ばし 
.  音の下がり 
,  音が少し上がっている 
?  音が上がっている 
¿  ?よりは上がっていないが多少上がった音 
(0.0) 沈黙 
(.) 少しの沈黙 
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   音の強調 
A  大きい音 
↑  上がり調子の音 
↓  下がり調子の音 
°  小さい音 
< >  ゆっくりした音 
> <   早い音 
h    息を吐く 
.h  息を吸う 
(h)  笑い 
(( ))  分析者のコメント 
( )    聞き取れなかった場所 
[ ]    音の重なり 
=     音のつながり 
 
